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「ことばは教えられるか―日本語教育における教育実践を問い直す―」

英語教育との共通点：知識・技術ベース

日本人（個）
日本（国家・文化；

＝擬人化）

主体

「自」文化

言語

手段（道具的）

コ
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ュ
ニ
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ー
シ
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ン

目的（「～のために」）

「自」文化

・交流
・ホスト文化
への「適応」

・仕事
・ビジネス



• 英語は「外国語」という必修

（＊原則として「英語」の選択（？））

・「英語の必要性（言説レベル）」と「英語の不必要
性（日常レベル）」とのギャップ

・英語という言語の「国際性」：

英語のタイプにより教えるべき「知識」が変化する

英語教育との相違点

英語教育において「教える知」

英語のタイプ
（吉武、2009a）

教授する「知識」のタイプ

言語の規則 文化的背景 コミュニケーションの
技術

英米追従英語

・ 英米を中心とした
「NS」の英語（発

音・文法・表現等）
をモデル

・ 英米の文化を背
負っている

・ 相手文化への適
応

・ ４技能
・ 英米を中心とした

「NS」とのコミュニ

ケーション

国際語としての英語

・ 脱英米化
・ 多様な英語（日本

英語など）

・ 自文化の発信
・ 他文化の理解

・ 通用性重視
・ 手段としてのコ

ミュニケーション

支配語としての英語

・ 言語差別
・ 階層化

・ 文化支配（対英米
文化）

・ 精神支配
・ 自文化尊重

・ コミュニケーション
の不平等

・ 情報支配



日本語＝主体＝内側 ｖｓ 英語＝客体＝外側

日本人（個）
日本（国家・文化；

＝擬人化）

日本人としての主体

「自」文化

英語

手段（道具的）

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

目的（「～のために」）

内側（「国」内） 外側（「国」）外）

英語教育におけるコミュニケーション能力
Communicative Competence Communication Competence

コミュニ
ケー
ション

・主体 ←コミュニケーション→ 他者
（「私」がコミュニケーションする）

・主体 →コミュニケーション→ 目的達成
・人が「する」もの（キャッチボール・モデル）

・ [主体] ←コミュニケーション→ [他者]
（コミュニケーションによって自他が形成・変
容する）

・ コミュニケーション → 意味（ID、文化、共
同体・・・）

・ それを通して意味に「なる」もの（意味の生
成）

言語 ・ 「私」がコミュニケーションするための手段
（道具）

・ 意味の規則

・ 認識のための色眼鏡
・ 意味の媒介

私（達） ・ コミュニケーションの主体（「する」人） ・ 間主観：他者との間に生じる「私」意識

文化 ・ コミュニケーターが背負った（背景にある）
文化的知識

・ 身体化された参照枠（更新可）

共同体 ・ 言語の背景に想定される言語共同体 ・ コミュニケーション・ネットワークとして生じる
共同体

能力 ・ ４技能のコミュニケーション・スキル ・ コミュニケーションを「分析・観察」できる

パラダ
イム

・ 前近代的（流動性低い） ・ ポスト近代的（流動性高い）



コミュニケーション教育と言語教育(1)

Communication Competence

• コミュニケーションによって意味がどのように（再）生産されて
いるかを批判的に読み取ることができる

• コミュニケーションの渦に自らを投げ入れ、公的領域で「活
動」を行う

板場（2010）、吉武（2009b）、
松本・師岡・臼井・吉武（2008）など参照

(1) 必修であるがゆえに、まずは「他者」と対峙すること（「窓」）：

・ 「当たり前」が「当たり前」でなくなる体験

(2) 「冷めた」身体の解放：リズム、呼吸、パフォーマティブな身体性
（齋藤、2003）

(3) 「日本的ｖｓ西洋的」から「近代的」なコミュニケーション・モードへ

• 「日本的」：遠慮-察し、甘え、集団ベース、円環的、あいまい
• 「西洋的」：説得的、競争的、個ベース、直線的、明確

→「文化差」の問題から「モダニティ（「ポスト近代」ｖｓ「前近代」）の問題」への読み
替え：コミュニケーションによる再帰性

コミュニケーション教育と言語教育(2)
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